











































被占軌道（Highest Occupied Molecular Orbital，HOMO）




                                                                  
 
*特別助手 物理学教室 
Research associate, Institute of Physics  
のHOMOとLUMOのエネルギーギャップが大きい場合，





































は， 1973 年に安定な有機導体として合成された TTF-T
CNQ（tetrathiafulvalene-tetracyanoquinodimethane）という










になる．さらに，TTF 分子や TCNQ 分子はπ軌道を持っ








係から，ドナー分子 1 つあたりアクセプター分子 2 つ，



































子からなる有機導体β’-(BEDT-TTF)2ICl2 における 14.2 K





























































































































































































































































































態が従来的な SDW 状態ではなく，SDW の周期と同じ
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